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〈報告〉  

短短編編映映画画『『音音をを摘摘むむ』』制制作作ププロロジジェェククトトのの報報告告 
 

島田英二 * 

Production Report for the Short Film “Plucking the Sounds” 

 Eiji SHIMADA* 

 

 

要旨 

北海道情報大学情報メディア学部情報メディア学科,映像表現系ゼミナール（島田英二

ゼミ）では,学生主導のプロジェクトとして 2023 年に短編映画『音を摘む』（19 分 30 秒）

を制作した。完成作品は第 18 回札幌国際短編映画祭に入選し, 2023（令和 5）年 10 月に

札幌で上映された。本稿は,本プロジェクトの成果について報告する。 

 

 

 

Abstract 
In 2023, students in Eiji Shimada’s seminar (Faculty of Information Media, Department of 

Information Media, Hokkaido Information University) produced a short film titled “Plucking the 
Sounds “(19min 30sec). This paper reports details of the film’s production, from development to 
screening. The completed film was nominated for the 18th Sapporo International Short Film Festival 
and Market (SSF) and screened in Sapporo in October 2023. 
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1. はじめに  

 本プロジェクトは,本学の情報メディア学

部情報メディア学科で映像を専門に学ぶ学生

が日頃の学びを活かして映像作品を作り映画

祭等のコンテストへの入選を目指すものであ

る。参加学生は短編映画の企画開発から,キャ

スティング,撮影,編集といった映像制作のワ

ークフローに則り映像作品を制作する。成果

物は映画祭や映像コンテスト等に応募し,制

作者としてコンテストに参加,作品を発表す

ることを目的とする。 

 

2. プリプロダクション 

2-1 企画開発 

 島田ゼミの 15 期生 3 年生 11 名が,短編映画

の企画案を出した。初期案は 24 あり,中には,

「ウクライナ侵攻」「新型コロナウイルス」

「SNSでの誹謗中傷」といった時事的なキーワ

ードも見られる（表 1）。ここから投票によっ

て 8 つの候補に絞り,さらにディスカッショ

ンによって 2 案（「面（つら）」,「音を摘む」）

に絞り込み,最終的には「音を摘む」が選ばれ

た。時事的な企画は脚本の難しさがあると判

断された。ホラーの案が忌避されたこと,また

メンバーにミュージシャン志望の学生がいた

ことから,「音を摘む」ではラストシーンでサ

ンプリング・ミュージックによる見せ場を作

れることが評価された。 

 

2-2 脚本執筆 

 脚本の執筆は希望者 2 名で競作する形を取

った。初期のログラインは以下の通りである。 

（ログライン）音楽制作に行き詰った自尊心

の高い大学生が,才能あふれる人気者だと思

っていた相手の裏での努力を目の当たりにし,

自身の音楽制作を見直すことで,自分の音楽

スタイルを見つけ出す。 

 このログラインをベースに執筆を開始した

が,①主人公が音楽制作に行き詰まった理由,

②「自分の音楽スタイル」をどうやって見つけ

るか,の 2 点が度々議論となり,改稿を重ね,

脚本の完成までに約 3 ヶ月を要した。最終的

な決定稿のあらすじは,以下の通りである。 

（あらすじ）高いピアノの才能を持つ主人公・ 

圭介は幼いころに父親から受けた精神的虐待

でピアノから距離を置く生活を送っていた。

そんな中,幼馴染の勇剛から着信が入る。 

 

表 1 初回企画案一覧 

 

 

2-3 キャスティング 
 主演俳優は 2 名,主人公の圭介と幼馴染の
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勇剛で,20 代前半でキャスティングした。他に

圭介の父親役と母親役,および子供の頃の圭

介と勇剛役で 2 名の子役をキャスティングし

た。ピアノを弾くシーンがあるため,圭介役に

ついては大人役も子役も少しでもピアノが弾

けることを条件とした。 

2-4 ロケハン 
 シーン表を作成しロケ地の候補をリストア

ップした（表 2）。本企画は音楽に関わるスト

ーリーでピアノコンサートやピアノの練習シ

ーンがあるため,実際の練習施設や音楽ホー

ルの使用を検討した。リサーチの結果,最終的

なロケ地として,札幌芸術の森アートホール

のピアノ練習室,江別市大麻の江別市民文化

ホール（えぽあほーる）,札幌市豊平区のレン

タルスペース・メイプルリーフクラブ,札幌市

北区の LIVE SPACE XYSA 象（Studio Riccio）
をロケ地とした。カフェのシーンは札幌市豊

平区の宮田屋珈琲に撮影許可を申請した。 

 

表 2 シーン表 

 

 

2-5 美術 

 劇中の美術で最も調達が難しそうな,グラ

ンドピアノ（図 1）やアップライトピアノをロ

ケ先で確保できたため,美術部は衣装と小道

具に専念することができた。主人公が大学内

で音楽サークルの練習風景を見るシーンの楽

器（ギターやドラム,キーボードなど）は,本学

の軽音楽部員の協力を得ることができた。衣

装は劇中の設定日は 5 日間で,室内着や日常

着,スーツなど比較的集めやすいものが多か

った。美術・小道具がシンプルである分,寝室

や玄関などの狭い空間やトラウマのシーンは

演出部と相談しながら映像のイメージを作っ

ていった。レファランスとして短編映画

『Lights Out』（2013）や『THE DOLLS with 
attitude』（2017）を参考にした。（図 2・3） 

 

 

図 1 えぽあほーるのグランドピアノ 

 
図 2 短編映画『Lights Off』作品画像 

 
図 3 本作『音を摘む』玄関のシーン 

短編映画『音を摘む』制作プロジェクトの報告

－ 3 －
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3. 撮影 

 撮影日は 2023 年 1 月 28 日（土）〜29 日

（日）, 2 月 5 日（日）,11 日（土）,26 日（日）,
の 5 日間の予定であった。しかしこの 5 日間

で予定していた量を撮り切ることができなか

ったため,追加撮影を 3 月 7 日（火）に行った。

全体では合計 6 日間の撮影を行った。 
 
3-1 撮影 1・2 日目 
 撮影 1・2 日目は出演者は主人公の圭介一名

のみで,主に主人公の家である学生宅と大学

で撮影した。今年もヘアメイクは札幌ビュー

ティアート専門学校から有志の学生が２名参

加してくれており,寝起きのシーンや悪夢か

ら汗をかいて目覚めるシーンなども効果的に

撮影することができた。主人公の家では現実

のパートと悪夢のシーンがあり,夢の中の表

現ではブルーフィルタの照明を使って色を区

別している。大学では廊下の歩行シーンに移

動撮影を取り入れた（図 4）。音のアフレコで

Gスタジオを利用するなど,本学の施設を効果

的に使用して撮影・収録を行った（図 5）。 

 

3-2 撮影 3 日目 

 3 日目は札幌のレンタルスペースで喫茶店

のシーンから撮影した（図 6）。店舗には大き

な窓があるが,日中に夜のシーンを撮影する

ため,室内側から窓を遮光して撮影した。午後

からはレコーディングスタジオに移動して撮

影した。しかし予定していた撮影を時間内に

撮り切ることができなかったため,追加撮影

が確定した。 

 

3-3 振り返り会議 

 3 日目の撮影がスケジュール通りに終え

られなかったことや,撮影の段取りについて

俳優部から不満と要望があったことから,学
生スタッフ全員で改善するための反省会を 

 

図 4 大学の廊下での撮影 

 

図 5 アフレコ風景 

 

図 6 レンタルスペースでの撮影 

 
行った。「なぜ撮り切れなかったか？なぜ（時

間が）押して行ったのか？」については計画の

不備やコミュニケーションの問題もあったが,
全体としてチームの準備不足,役割分担の不

明確さがあったことが確認できた（表 3）。ま

た,「真剣さが感じられない」の項目について

島田　英二
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は,監督のリーダシップ不足や現場の雰囲気

もあったが,大学外から俳優やスタッフに参

加してもらっていることを意識したプロフェ

ッショナルな態度を徹底するということが確

認された（表 4）。この反省会は, この後撮影

を円滑に行う上で重要な振り返りとなった。 
 

表 3 「なぜ撮りきれなかったか」反省会議事録より 

 

 
表 4 「真剣さが感じられない理由」反省会議事録より 
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3-5 撮影 5 日目 

 5 日目は,コンサートホールのシーンと主人

公の家のシーンを撮影した。コンサートホー

ルでは最大時で俳優が 6 名（内 2 名は子役）

参加したが,監督はテキパキと指示を出して

撮影は順調に終了した（図 7）。主人公の家で

は玄関が狭く,音声や照明が入れる隙間がな

かったため,シンプルなカット割りとなった。 

 

 

図 7 演出指示をする廣瀬監督 
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ルスペース部分と,レコーディングスタジオ

のシーンを撮影した。追加の日程であったた

め参加できるスタッフは減ったが,どちらの

ロケーションも一度撮影を行っているので,

スタッフにイメージができており円滑に行う

ことができた。 

 

4. ポストプロダクション 
 

4-1 編集 

 編集は DaVinci Resolve を使用し,部分的な

音編集に Adobe Premiere Pro を使用した。ラ

ストシーンのサンプリング音楽の表現は,

映像で音の要素をマルチスクリーンでリズ

ミカルに見せていく構成とした。レファラ

ンスとして『HIT SONGS OF 2014 –PERFOR-
MED WITH HOUSEHOLD ITEMS』（2014）
や 『 Music without Instruments -Household 
items only!』（2018）などを参考とした（図 8・
9）。 

 

 

図 8 『HIT SONGS OF 2014 –PERFOR-MED WITH 

HOUSEHOLD ITEMS』 

 

図 9 本作『音を摘む』のサンプリング音楽シーン 

 

4-2 MA 

 MA では特に現実のシーンと夢のシーンを

対比的に仕上げていった。演奏シーンでの使

用音源と演奏は同期していなかったため,MA
と映像編集の両方でタイミングの調整を行っ

た。 

4-3 作品情報 

 完成作品の情報は以下の通りである（表 5）。 
 

表 5 作品情報 

作品名 音を摘む 

長さ 19 分 31 秒 

フォーマット FHD｜23.976 fps｜カラー 

ジャンル フィクション 

完成年 2023 年 

あらすじ 

高いピアノの才能を持つ主人公 圭介は幼

いころに父親から受けた精神的虐待でピア

ノから距離を置く生活を送っていた。そん

な中,幼馴染の勇剛から着信が入る。 

主演 藤川遥輝,齋籐海地,神田正貴 

エキストラ 

平山晴花 高木清正 藤井銀河 

山本りほ 斉藤司 鳥居聖士 筒井暉翔 

佐藤礼哉 山嵜結生 新井田翼  

作品リンク 
https://youtu.be/aURCgWreTFQ?si=GB_bWm 

6O6H47dqMs 

 

 

 

図 10 作品画像 

 

 エンディングのスタッフクレジットは以下

の通りである（表 6）。 

 

島田　英二
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表 6 スタッフクレジット(括弧内は制作当時の学年) 

監督 廣瀬崇人(3) 

脚本 長嶋康平(3) 

助監督 
上村琢磨(3) 
近侑一朗(2) 横山拓海(2) 

プロデューサー 山田梓 (3) 

アシスタントプロ

デューサー 

古田逸晟(3) 鈴鹿萌笑(3) 

エグゼクティブ・

プロデューサー 
島田英二 

撮影監督 長嶋康平 

撮影助手 長辰彌(3) 鶴田寛也(4) 

録音 古田逸晟(3) 

録音助手 田邊智惇(3)  

照明 福岡未緒(3) 西股ひかり(2) 

美術監督 中澤昇平(2) 

美術 

春木啓汰(3) 長辰彌(3)  

鈴鹿萌笑  上村琢磨 

松田悠花(2) 

美術協力 

近侑一朗 富居大輔 中澤昇平 

島田英二 春木啓汰 廣瀬崇人 

長辰彌 山田梓 鳥谷部大陸 

キャスティング 
春木啓汰 長嶋康平  

福岡未緒 三平希美(4) 

制作 

鈴鹿萌笑 中澤昇平 上村琢磨 

春木啓汰 近侑一朗 長辰彌 

松田悠花 西股ひかり 副島碩(2) 

横山拓海 菊地颯斗(2) 星海輝(2) 

三平希美 佐藤冴耶(1) 

予告編制作 春木啓汰 中澤昇平 

スチール 

ポスター 
福岡未緒 

タイトルロゴ 後藤百花 

ヘアメイク 

千葉詩音（札幌ﾋﾞｭｰﾃｨｰｱｰﾄ専門学

校） 本間悠華（札幌ﾋﾞｭｰﾃｨｰｱｰﾄ専

門学校） 

MA 塚原義弘（Studio Riccio） 

編集 山田梓 古田逸晟 

Color  長辰彌 

車輌 上村琢磨 福岡未緒 長辰彌 

春木啓汰 長嶋康平 田邊智惇 

小室大樹 島田英二 今荘健(4) 

ロケ地協力 

北海道情報大学 

メイプルリーフクラブ 

キサ XYSA 象 

Studio Riccio 

宮田屋珈琲 豊平店 

芸術の森美術館 

えぽあホール 

鳥谷部家 

Special Thanks 

Casting Office Egg 

札幌ビューティーアート専門学校 

株式会社ムービーングワーク 

佐野美樹 

鳥谷部大陸 

サツドラ 豊平 3 条店 

ラウンドワンスタジアム 札幌北 21 

条店 

コープさっぽろ 野幌店 

 
5. コンテスト応募と参加 

 作品は第 18 回札幌国際短編映画祭に応募

した。2023 年は世界 97 の国と地域から 2,663
作品の応募があり,この中から 81 作品が上映

された。本作『音を摘む』は北海道セレクショ

ン STUDENTS にプログラムされ上映された。 

 

 

図 11 映画祭での上映会の様子 

短編映画『音を摘む』制作プロジェクトの報告
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図 12 舞台挨拶（監督の廣瀬崇人（右）） 

 

6. おわりに 

 本プロジェクトは 2022 年 9 月〜2023 年 3
月に実施したが,前年よりもさらに対面活動

をすることができ,制作しやすくなったと感

じた。本プロジェクトにおいても,コロナ禍の

中で使用してきたサービス（たとえば Miro）
を使用したが,本件ではむしろ全員でアクセ

スしたり投票したりするなどのアクティブ・

ラーニング要素として貢献した。撮影時の感

染防止策も,定期的な換気や検温,手指消毒や

マスク着用等,最低限の内容で対応できた。ま

た本作のラストシーンには複数の映像が映し

出されていくマルチスクリーンのアイデアが

表現されているが,これにはこの時代の学生

がコロナ禍の中で体験してきた ZOOM 
Meeting などのビデオ会議のギャラリー表示

の経験が影響したのかもしれないと考えてい

る。一方で,マルチスクリーンをアイデアに採

用すると,表現の自由度が非常に高く,難しさ

にも直面した。そのため本プロジェクトでは

ラストシーンの編集作業に長い時間を要した。 

 本プロジェクトは 2020 年度（コロナ禍の最

初期）に入学した学生の 3 年生時の映像制作

プロジェクトとなった。大学に入学してから

長い間オンライン授業が続き,1 年生のときに

は対面授業がほとんどなかった世代だが,撮

影が始まって準備不足の問題が発生しても,

問題解決のために皆で集まり,反省し改善し

て対応することができた。また映画祭に参加

した際には,他大学の映像制作者と話す機会

が生まれ,新しい仲間と交流しその後の活動

範囲を拡げる経験ができた。また,本プロジェ

クトには例年よりも 1・2 年生の参加が多かっ

た（8 名）のも特徴であった。本プロジェクト

は下の学年の学生たちにとっても,コロナ禍

の直後に待ちに待った本格的な映像制作に参

加できる貴重な機会であったのかもしれない。

大学で学んだ知識やスキルを,学外や社会へ

応用していく実践的な機会として,今後もま

すますオープンに取り組んでいきたい。 

 

謝辞 

 本プロジェクトは実践にあたり本学から多

大な援助を頂いた。心より感謝いたします。 

 

参考文献 

Andrew Huang（2014）, 『HIT SONGS OF 2014 
- PERFORMED WITH HOUSEHOLD 
ITEMS』, https://youtu.be/Svg_fIoHij8?si= 
dc9kel8TeJP4PgA5, （2025 年 4 月 25 日ア

クセス）。 

David F. Sandberg（監督）（2013）, 『Lights Out』
（スウェーデン/短編映画/3 分） 

（2025 年 4 月 25 日アクセス）。 

JRinne Films（2014） , 『Making Music with 
STUFF FROM KITCHEN』, https://youtu. 
be/fOCaNBGMMgE?si=-nBs8Qi24wCAfj9y, 
（2025 年 4 月 25 日アクセス）。 

Nans Sq（2011）, 『楽器を使わずに音楽を作

成する  Creating music without musical 
instruments Maybe!』,https://youtu.be/q6X24 
10UPGc?si=e0_sJO6XF1PD8tHD, （2025年
4 月 25 日アクセス）。 

Shonenjump_official（2016）, 『TONE-CUTS 
GROOVE PROJECT -リアルとんかつ DJ

アゲ太郎-』, https://youtu.be/5PZth4VywS 

島田　英二
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を使用したが,本件ではむしろ全員でアクセ

スしたり投票したりするなどのアクティブ・

ラーニング要素として貢献した。撮影時の感

染防止策も,定期的な換気や検温,手指消毒や

マスク着用等,最低限の内容で対応できた。ま

た本作のラストシーンには複数の映像が映し

出されていくマルチスクリーンのアイデアが

表現されているが,これにはこの時代の学生

がコロナ禍の中で体験してきた ZOOM 
Meeting などのビデオ会議のギャラリー表示

の経験が影響したのかもしれないと考えてい

る。一方で,マルチスクリーンをアイデアに採

用すると,表現の自由度が非常に高く,難しさ

にも直面した。そのため本プロジェクトでは

ラストシーンの編集作業に長い時間を要した。 

 本プロジェクトは 2020 年度（コロナ禍の最

初期）に入学した学生の 3 年生時の映像制作

プロジェクトとなった。大学に入学してから

長い間オンライン授業が続き,1 年生のときに

は対面授業がほとんどなかった世代だが,撮

影が始まって準備不足の問題が発生しても,

問題解決のために皆で集まり,反省し改善し

て対応することができた。また映画祭に参加

した際には,他大学の映像制作者と話す機会

が生まれ,新しい仲間と交流しその後の活動

範囲を拡げる経験ができた。また,本プロジェ

クトには例年よりも 1・2 年生の参加が多かっ

た（8 名）のも特徴であった。本プロジェクト

は下の学年の学生たちにとっても,コロナ禍

の直後に待ちに待った本格的な映像制作に参

加できる貴重な機会であったのかもしれない。

大学で学んだ知識やスキルを,学外や社会へ

応用していく実践的な機会として,今後もま

すますオープンに取り組んでいきたい。 
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